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天
橋
立
観
光
船
で
約
12
分

一の宮桟橋

籠神社

時
代
は
日
本
ブ
ー
ム
。

世
界
中
か
ら
年
間
３
０
０
０
万
人
も
の
人
々
が
日
本
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

東
洋
の
島
国
の
特
異
な
文
化
に
世
界
は
夢
中
で
す
。

日
本
と
い
え
ば
？  

と
聞
か
れ
た
ら
、

あ
な
た
は
何
と
答
え
ま
す
か
？

ボ
ー
ッ
と
生
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、

国
境
を
越
え
た
交
流
が
進
む
に
つ
れ
て

各
地
に
あ
っ
た
固
有
の
文
化
は
薄
れ
て
い
く
。

私
た
ち
は
知
ら
ぬ
間
に
、
日
本
の
文
化
を
知
ら
な
い
日
本
人
に

な
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

今
か
ら
１
１
１
年
前
、

明
治
時
代
の
日
本
を
旅
し
た
ド
イ
ツ
人
作
家
は
、

日
本
三
景
・
天
橋
立
の
た
も
と
で

元
伊
勢
籠
神
社
の
葵
祭
と
出
会
い
ま
し
た
。

日
本
を
知
り
た
い
、日
本
人
へ

約2時間30分

約2時間

鎮
座
千
三
百
年
記
念

天橋立へは高速バスで
元伊勢籠神社へは天橋立駅バス停で下車後、天橋立観光船が便利です

広 告

そ
こ
で
彼
は
日
本
の
信
仰
を
見
た
。

「
こ
の
光
景
を
忘
れ
ら
れ
な
い
」。

驚
き
を
込
め
た
紀
行
文
に
は
、

素
顔
の
日
本
人
が
映
っ
て
い
ま
す
。

元
伊
勢
籠
神
社
は
、

伊
勢
神
宮
に
ま
つ
ら
れ
る
豊
受
大
神
の
ふ
る
さ
と
。

４
月
24
日
に
は
鎮
座
１
３
０
０
年
の
記
念
祭
を
迎
え
ま
す
。

こ
こ
は
稲
作
伝
来
の
地
。

天
橋
立
・
葵
祭
は
、
田
ん
ぼ
を
耕
し
、
恵
み
を
願
う
人
々
が

代
々
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。

太
陽
に
感
謝
を
込
め
て
、
手
を
か
ざ
す
。

剣
の
舞
は
祈
る
心
を
呼
び
覚
ま
し
ま
す
。

外
国
人
を
惹
き
つ
け
る
「
日
本
の
素
顔
」
が
こ
こ
に
あ
る
。

海
の
京
都
は
日
本
の
源
流
。

あ
な
た
も
一
緒
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
？　

日
本
を
見
つ
け
る
旅
に
。

こ
の

ひ

問い合わせは天橋立観光協会（☎0772-22-8030）へどうぞ。葵祭の情報は 府中をよくする地域会議
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分
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至天橋立桟橋

が
突
然
ノ
コ
ギ
リ

で
切
り
倒
さ
れ
は
じ
め

た
。
太
刀
を
振
る
の
に
邪

魔
に
な
る
か
ら
だ
と
い
う
。
舞

が
終
わ
る
と
、
宿
屋
の
主
人
は
額

が
地
面
に
つ
く
ほ
ど
に
丁
寧
な
お
辞

儀
を
し
て
言
っ
た
。「
あ
な
た
の
お
か
げ
で

舞
が
演
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
見
に
神
様
が
来
て
く
だ
さ

っ
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
い
」。
主
人
は
心
の
底
か
ら

喜
ん
で
い
た
。
太
刀
を
振
る
人
も
、
そ
れ
を
見
守
る

大
勢
の
人
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
見
え
な
い「
神
」を
身
近

に
感
じ
て
一
つ
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
日
本
人
が

受
け
継
ぐ
信
仰
心
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
地
域
総
出
で

祭
り
を
楽
し
む
こ
と
は
、
和
を
保
ち
助
け
合
っ
て
田

畑
を
耕
す
た
め
に
欠
か
せ
な
い
時
間
だ
っ
た
の
だ
。

　

天
橋
立
は
神
話
の
舞
台
。
日
本
最
古
の
歴
史
書
で

あ
る
古
事
記
で
は
、
国
生
み
の
神
の
イ
ザ
ナ
ギ
、
イ
ザ

ナ
ミ
が
天
浮
橋
に
立
ち
、
矛
で
混
沌
と
し
た
大
地
を

か
き
混
ぜ
て
島
を
つ
く
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
天

浮
橋
と
は
天
橋
立
の
こ
と
。
天
橋
立
か
ら
丘
を
登
っ

た
先
に
あ
る
眞
名
井
神
社
に
は
大
き
な
岩
が
あ
り
、

古
代
信
仰
の
拠
点
と
し
て
人
々
は
手
を
合
わ
せ
て
き

た
。
一
帯
に
は
弥
生
時
代
の
遺
跡
も
あ
る
。
京
都
北

部
の
丹
後
半
島
は
稲
作
伝
来
の
地
。
籠
神
社
の
主
祭

神
は
コ
メ
の
種
を
授
か
っ
た
彦
火
明
命
で
、
そ
の
種

を
授
け
た
神
は
豊
受
大
神
。
恵
み
を
授
け
る
神
と
し

て
伊
勢
神
宮（
三
重
県
）に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
が
、元
々

は
籠
神
社
の
奥
宮
、
眞
名
井
神
社
に
い
た
と
伝
わ
る
。

太
陽
の
女
神
・
天
照
大
神
が
伊
勢
神
宮
に
ま
つ
ら
れ

た
後
、
豊
受
大
神
を
指
名
し
て
呼
び
寄
せ
た
と
さ
れ

る
。
だ
か
ら
こ
こ
は「
元
伊
勢
」。
日
本
に
恵
み
を
も

た
ら
す
神
の
ふ
る
さ
と
だ
。

　

天
橋
立
は
日
本
の
聖
地
。
元
伊
勢
籠
神
社
の
葵
祭
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、
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代
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祈
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史
の
延
長
線
上
に
あ
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橋
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は
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本
の
聖
地
。
元
伊
勢
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神
社
の
葵
祭

は
、
古
代
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続
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祈
り
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歴
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延
長
線
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に
あ

　

ぼ
く
は
最
も
す
ば
ら
し
い
時
を

宮
津
で
す
ご
し
た―

。

　

今
か
ら
１
１
１
年
前
の
春
、
ド
イ
ツ
の

人
気
作
家
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
ケ
ラ
ー
マ
ン
は
京
都
・
宮

津
の
天
橋
立
を
旅
し
た
。
松
並
木
の
先
に
あ
る
元
伊

勢
籠
神
社
の
方
か
ら
は
太
鼓
の
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。

こ
の
日
は
葵
祭
。
日
焼
け
し
た
青
年
は
刀
を
地
に
つ

き
、
左
手
を
太
陽
に
か
ざ
し
て
天
を
仰
い
だ
。
恵
み

を
与
え
る
光
の
神
へ
感
謝
を
込
め
た
剣
の
舞
。
そ
の

姿
は
、
祭
り
が
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
を
表
し
て
い

た
。

　

ハ
チ
マ
キ
を
巻
い
た
青
年
は
柄
の
長
い
刀
を
操
り
、

そ
の
上
を
高
く
跳
び
は
ね
な
が
ら
空
を
切
る
。
石
畳

に
ま
か
れ
た
砂
を
足
袋
で
巻
き
上
げ
な
が
ら
悠
然
と

歩
く
。そ
し
て
、直
立
不
動
で
頭
上
の
太
陽
を
見
上
げ
、

真
っ
す
ぐ
に
左
手
を
か
ざ
し
た
。「
光
に
向
か
っ
て
あ

い
さ
つ
す
る
の
だ
。
神
々
よ
ご
覧
あ
れ
、
あ
な
た
に

さ
さ
げ
る
こ
の
舞
を
」。
ケ
ラ
ー
マ
ン
は
天
を
仰
ぐ
青

年
の
心
を
、
そ
ん
な
言
葉
で
表
現
し
た
。

　

剣
の
舞
は「
太
刀
振
り
」と
呼
ば
れ
る
。
幼
児
か
ら

少
年
、
最
後
は
師
匠
に
指
名
さ
れ
た
選
り
抜
き
の
青

年
が「
真
剣
」を
振
る
。
代
々
受
け
継
が
れ
た
鋼
の
刀

は
重
く
鋭
い
。
神
は
神
輿
に
乗
っ
て
旅
を
す
る
こ
と

で
、
恵
み
の
力
を
新
た
に
す
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

太
刀
振
り
は
そ
の
神
輿
の
先
導
役
と
し
て
神
の
道
を

切
っ
て
清
め
、
神
が
神
社
に
戻
っ
た
後
に
は「
神
の
再

生
」を
喜
ぶ
舞
を
捧
げ
る
。「
童
、
少
年
、
若
者
た
ち
が

列
に
な
り
、
腕
や
脚
が
そ
ろ
っ
て
動
く
。
剣
は
一
斉

に
光
る
。
こ
の
光
景
を
僕
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な

い
」

　

勇
壮
な
舞
を
目
の
前
で
見
た
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ケ
ラ
ー
マ
ン
は
案
内
人
に
交
渉
を
頼
み
、
宿
屋
の
庭

に
通
さ
れ
た
。菓
子
が
振
る
舞
わ
れ
、酒
が
つ
が
れ
る
。

庭
は
見
物
人
で
一
杯
に
な
り
、
太
刀
振
り
を
待
つ
人
々

は
彼
の
方
を
見
て
喜
ん
で
い
る
。
す
る
と
驚
く
こ
と

に
、
宿
に
あ
っ
た
立
派
な
庭
木
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き
な

い
」

　

勇
壮
な
舞
を
目
の
前
で
見
た
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

ケ
ラ
ー
マ
ン
は
案
内
人
に
交
渉
を
頼
み
、
宿
屋
の
庭

に
通
さ
れ
た
。菓
子
が
振
る
舞
わ
れ
、酒
が
つ
が
れ
る
。

庭
は
見
物
人
で
一
杯
に
な
り
、
太
刀
振
り
を
待
つ
人
々

は
彼
の
方
を
見
て
喜
ん
で
い
る
。
す
る
と
驚
く
こ
と

に
、
宿
に
あ
っ
た
立
派
な
庭
木

聖地が受け継ぐ祭り

4月24日（水）

2名1室 お一人様24,800円
1名1室　　　　 29,800円4月23日（火）～24日（水）

太
陽
を
仰
ぎ「
神
々
よ
ご
覧
あ
れ
」　
　

天
橋
立
は
神
話
の
舞
台　
　
　
　
　

天
橋
立
は
神
話
の
舞
台　
　
　
　
　

■食事　朝食：1回／昼食：2回／夕食：1回
■宿泊　Hotel & Resorts  KYOTO-MIYAZU（宮津ロイヤルホテル・
洋室）　■最少催行人員　15人　■添乗員が同行します　■貸切バ
ス会社名　寝屋川バスまたは同等クラス　■記号 ＝貸切バス …徒歩
※詳しい旅行条件を記した書面をお渡ししますので、ご確認の上お
　申し込みください。旅行代金に消費税は含まれております。

旅行企画・実施　毎日新聞大阪開発株式会社　〒530-8283 大阪市北区梅田3-4-5
観光庁長官登録旅行業　第704号　JATA正会員　旅行業公正取引協議会会員
［総合旅行業務取扱管理者／菅原眞・太田正人］

☎06-6346-8800
 10～18時（土・日・祝休業）毎日新聞旅行 大阪大阪梅田8時発＝宮津・智恩寺着（日本三大

文殊）＝府立丹後郷土資料館で国宝の海部氏
系図を見学＝元伊勢籠神社（丹後一宮を正式
参拝）…奥宮真名井神社（古代信仰の拠点だ
った磐座などを案内人と参拝）＝宮津（泊）

元伊勢籠神社・葵祭（平安時代から続く祭礼。
若者による剣の舞「太刀振り」や60年ぶり
に復活する神輿などを見物）＝宇良神社（浦
島太郎ゆかりの古社で宝物拝観）＝梅田19時
ごろ着

23日 24日

参加者募集
！

丹後最古の祭りと聖地巡礼の旅

る
。
い
に
し
え

か
ら
こ
こ
が
聖
地
で

あ
り
続
け
た
の
は
な
ぜ

か
？　

明
治
初
期
ま
で

は
、
農
業
機
械
も
食
料

保
存
に
欠
か
せ
な
い
冷

蔵
庫
も
な
い
時
代
が
続
い

た
。
稲
は
冷
害
に
弱
く
、
日

照
不
足
は
飢
饉
を
引
き
起
こ

す
。
気
候
が
乱
れ
る
と
人
は
命
の

危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
。
籠
神
社
の
海

部
穀
成
宮
司
は「
自
然
の
災
い
か
ら
逃

れ
て
恵
み
を
得
る
に
は
神
に
助
け
て
も
ら

う
し
か
な
い
。
家
族
が
飢
え
ず
に
厳
し
い
冬

を
越
え
る
た
め
に
、
太
陽
に
恵
み
を
祈
る
祭
り

は
一
年
の
中
で
欠
か
せ
な
い
一
大
行
事
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
」と
話
す
。

　

ケ
ラ
ー
マ
ン
が
見
た
明
治
時
代
の
日
本
人
は
、
太

陽
を
仰
い
で
い
た
。

　

そ
の
心
は
古
代
か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。

籠
神
社
は
４
月
24
日
、
鎮
座
１
３
０
０
年
の
記
念
祭

を
迎
え
る
。
豊
受
の
神
に
恵
み
を
授
か
っ
た
人
々
は

田
畑
を
受
け
継
ぎ
、
今
も
太
陽
に
手
を
伸
ば
し
て
祈

っ
て
い
る
。
光
と
恵
み
へ
の
感
謝
を
込
め
て
、
何
度

も
何
度
も
手
を
か
ざ
す
。
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に
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今
も
太
陽
に
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コースNo.4163

かつては「藤祭」
　田植えを前に藤の花が盛りを迎える時
期に営まれてきた。藤が持つ力を取り込
もうと神職が冠に藤の花を差していたこ
とから藤祭と呼ばれた。京都・賀茂神社
とは古くから交流があり、藤祭を葵祭と
呼ぶようになったという説がある。

神輿の出発を前に獅子の舞を奉納す
る。地元では総じて神楽と呼び、神
の道を先に進んで清めておく役割も
果たしている。

９：００

神
楽
神
の
道
を
清
め
る

神門の前では神が神輿に乗って出発
することを祝う太刀振りが奉納され
る。神門を入った拝殿周辺（写真奥）
では大獅子が暴れて神域を清める。

１０：3０

大
獅
子

太
刀
振
り

神
の
出
発
を
祝
う

神職が祝詞を上げて神を迎えている
間、神門前では生まれかわった神を
祝福する神楽「六遍返し」が奉納さ
れる。

大
神
楽

再
生
の
神
を
祝
福

１２：5０

神輿行列は神社の周りを一周し再び
本殿へ。神は旅することで生まれ変
わり、恵みを授ける力を新たにする
と信じられている。神輿の渡御は「滅
びと再生」を意味する神事だ。

１２：5０

還
幸
祭

恵
み
の
力
新
た
に

神を神輿にうつし旅に出る。写真は昭和30年代の様子。
担ぎ手不足などから大神輿は休眠していたが、鎮座
1300年を機に神輿を修復。60年ぶりに今年復活する。

１１：３０

御
神
幸

滅
び
と
再
生
の
旅

こ
の

神輿が戻り他の奉納が終わると「チ
ャーハイ」の合図で行進が始まる。神
門前で刀を跳び越える見せ場では
「よう跳ぶもっと跳べ」と声がかかる

１４：３０

太
刀
振
り

祭
礼
を
締
め
括
る

太刀振りの一行が神輿行列を先導し、祈りがしっかり
届くようにと道を清める。神輿行列が神社に戻ると神
の再生を喜ぶ舞を奉納する。

１２：50

太
刀
振
り

神
の
再
生
を
祝
う

こ
ん
と
ん

ほ
こ

あ
ま
べ

よ
し
な
り


